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(任期：H21.4.1～H22.3.31）

職名 氏名 備考

教授 林　　秀司
・地域連携推進センター副センター長
・地域連携コーディネーター（文化・景観）

教授 田嶋　義介
・委員（公開講座部会長）
・地域連携コーディネーター（市民活動・運
動）

准教授 魁生　由美子
・委員（情報発信・ＰＲ担当）
・地域連携コーディネーター（社会福祉）

准教授 松永　桂子
・委員（自治体連携担当）
・地域連携コーディネーター（産公学連携）

講師 松田　善臣
・委員（高大連携担当）
・地域連携コーディネーター（産公学連携）

教授 井上　定彦
・浜田キャンパス運営会議アドバイザー
・地域連携コーディネーター（ＮＰＯ）
・地域連携推進センター長

教授 今岡　日出紀 ・浜田キャンパス運営会議アドバイザー

教授 井上　厚史 ・地域連携コーディネーター（ボランティア）

准教授 沖村　理史 ・地域連携コーディネーター（環境問題）

研究企画課長 島田　成毅 ・委員

主任 藤原　秀樹

主事 上田　英和

嘱託 竹根　美雪

平成21年度　公立大学法人島根県立大学
　地域連携推進センター浜田キャンパス運営会議　名簿
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地域連携推進センターの３年目を終えて 

 

 平成 21 年度は、地域連携推進センター発足 3 年目となり、統合・法人化後最初の中期計

画の後半に向けて、本格的始動の年と位置づけられた。浜田キャンパスでも体制整備と具

体的な活動の展開を試みている。地域連携コーディネーターは、従来から配置してきたが、

平成 21 年度も 8名のコーディネーターを配置した。それに加えて、内部的な課題ではあっ

たが、地域の皆さんや行政からの相談を受けた際の対応手順も整えていった。これらが十

分に機能しているとはまだまだ言い難いところもあるが、それでも、キャンパスの教員に

呼びかけ、平成 22 年度に向けて、島根県や浜田市からの委託研究・事業などを受けること

ができた。これからも、地域からの相談は、積極的に教員や学生たちに（場合によっては

他キャンパスや学外へも）つないでいきたい。また、「島根地域政策支援のための大学の役

割と可能性に関する研究会」（会長：吉塚徹特任教授）が数回にわたって開催され、行政関

係の方はもとより、NPO 等で活躍されている市民の方の参加も得た。いずれは、地域連携推

進センターが中心となって、地域の皆さんと教員が集う場を提供していかなければならな

いのではないかと思う。 

 公開講座は、「地域文化とまちづくり」「北東アジア地域における経済関係」の 2講座に

ついて、年間を通して開催した。「地域文化とまちづくり」は、浜田キャンパスの教員 4名

に松江キャンパスの教員 2名、外部講師 2 名を交えて、重要な地域的課題であるまちづく

りについて地域文化を活かすという観点からアプローチした。「北東アジア地域における経

済関係」は、浜田キャンパスの教員 7 名が担当し、北東アジア地域研究を研究・教育のひ

とつの柱とするキャンパスの特徴がよく出た講座になったと思う。また、春学期には「本

のチカラ」と題した本の魅力を語る講座を、秋学期には松江キャンパスが主体となったキ

ャンパス連携講座「早期発達支援ブラッシュアップ講座」を開催した。また、いくつかの

出張講座や江津市教育委員会と連携した地域連携講座（桜江大学）なども開催した。これ

からは、公開講座の開催についても地域との連携が重要になってくると思われる。 

 第 7 回を迎えた「地域振興に関する提言を含む優秀卒業研究・論文の発表会」は、例年

どおり、卒業式を前日にひかえた 3月 18 日（木）に、本学交流センターコンベンションホ

ールにおいて開催した。残念ながら、大学院の修士論文の発表はなかったが、学部の卒業

研究論文 5 編が発表された。地元浜田市にはこの発表会を後援いただき、平成 19 年度から

は浜田市長賞も授与いただいている。このように地域の支援を得た卒業研究発表会もまた

珍しいのではないだろうか。ふだんよりご支援いただいている地元地域に対して、少しで

もお返しできたならば幸いである。 

 大学の直接的な社会貢献が求められる昨今であるが、じつは、浜田キャンパスにおいて

も、すでに少なからぬ教員が研究や教育の一環として地域に出かけ活動しているのではな

いだろうか。学生たちが地域で活動している姿もしばしば目にする。それらの情報を、内

部的には共有し、地域の皆さんに発信していく必要も感じられる。ささやかなことではあ

るが、ホームページの見直しにも着手している。 

 なにはともあれ、できることから着実な歩みを進めていきたい。 

 

地域連携推進センター副センター長  林 秀司   
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棚田ワークショップ 

 
 島根県浜田県土整備事務所より中山間ふるさと水と土保全推進事業の棚田ワークショッ

プを受託、実施した。これは、浜田市旭町都川地区、同来尾地区、三隅町室谷地区の 3 か

所について、地域の将来像を明確にし、棚田の適切な保全管理に必要な地域活動の展開方

向を見出すことを目的としたものである。2 年間をかけて実施される予定であり、平成 21
年度は、それぞれの地区で 2～3 回のワークショップを実施した。その他に、都川地区では

都川秋祭り（10 月 21 日（水））への参加、来尾地区では棚田散策ウォーキング in 来尾（11 
月 15 日（日））への参加、室谷地区では資源調査の実施（11 月 28 日・29 日）を行った。

実施にあたっては、本学教員 2 名がコーディネーター（都川地区は井上厚史教授、来尾・

室谷地区は林秀司教授）となり、学生数名がスタッフとして参加した。ワークショップで

は、地域住民の参加、協力を得て、地域の課題を整理し、地域の良いところ探し出した上

で、将来の目指したい地域の姿を描いていった。 
 
実施状況 
都川地区 
開催日：7 月 25 日（土）、10 月 7 日（土） 
場所： 高齢者センター（旧都川小学校） 

来尾地区 
開催日：年 9 月 25 日（金）、9 月 18 日（水）、3 月 9 日（火） 
場所： 市木生活改善センター 

室谷地区 
開催日： 8 月 8 日（土）、11 月 30 日（月）、2 月 15 日（月） 
場所： 上室谷集会所 

 

  
ワークショップのようす 

（左 来尾地区，右 室谷地区） 
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第２回オープンキャンパスに初出展 

 
 地域連携の活動を広く知ってもらおうと、平成 21 年９月 20 日（日）第２回オープンキ

ャンパスに「地域連携推進センターの活動紹介」ブースを設置した。 

 本学教員や学生が地域で行っている活動をはじめ、全国各地から来る高校生や保護者の

方々に、大学のある島根県石見地域について広く紹介した。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
                      

                   
（西条柿加工品の試食調査） （三隅町室谷での交流体験） （里山レンジャーズの活動紹介） 

 

「あさひ盲導犬訓練センター」の紹介

コーナーでは、本物の盲導犬と触れ合

いながら、盲導犬への理解が深まるよ

うにＰＲを行った。 

島根県西部県民センターの協力を得て、石見地方の観光地や伝統芸能も紹介した。 

活動紹介パネルの一部 
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